











Set a Goal to Teach Children Showing Difficulty in Learning 
in Their Grade with Disabilities， and Emphasis Their Guidance. 
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CRTや 3 普段の授業の様子等をもとに，学習習得状況を系統図に整理した(図 5)。それぞれの既習








































-身の回りから二等辺ニ角 -辺の長さに着目してニ角形 -定規とコンパスを用い .一等辺ニ角形や正二角形
形や正ニ角形を見付け の特=徴を捉えたり，角の大 て，二等辺土角形や正三 の意味や性質について
ょうとしている。 きさに着目して三角形の性 角形を作図することが 理解し，=角形について
質を見いだしたりして，表 できている。 の豊かな感覚をもっ。
現することができている。































































































































































!熱心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解
-坂道の勾配や建物の 坂道の勾配や建物の高 -道路の勾配や建物を -道路や鉄道の勾配を
{町 高さなどの身近な さなどの身近な事象を 見上げた角度などを 表す標識の意味を理
。〉 象を数値化できるこ 数理的に捉えて比較し 数値化して比較した 角卒している。







































































され，小学部は 3年生 1名， 5年生 1名の言1-2名の在籍である。主要教科は一人で学習しているが，音
楽や体育は知的障害特別支援学校の各教科・領域の目標・内容に準じた教育課程のグループと合同で学
習している。
( 1 ) 1屈の実態
本児童は，脳性まひがあり 3 全身の緊張が強く，身の回りのことは全て支援が必要である。身体面で
は，書くことが図難なため，パソコンのキーボードや印刷のトーキングエイドのアプリを使って入力し








主要教科は l 人での授業のため，児童の得意不得意から指導の重点化を I~ る。教科を横断しながら多
様な考えに触れ，具体物や半具体物等の操作を一緒に取り組むことで主体性を高める。段階的ヒントに
より，ねらいに迫る自力解決へと導き，わかる，できる，楽しい授業を展開する。思考を手順化して考



















学年 法T手刃自;:J市f/'J廿出， 実態。1 長さの直接比較 -身の回りにあるものの長さを産接比べることができるD。1 長さの間接比較 -身の回りにあるものの長さを，方目良を単位として比べる
ことができるD。1 長さの任意単位 . c m， mがわかる。。2 長さの量感 -身の回りにあるものから長さの量感を持つことができ
た。。 長さの測定 -ものさしで測った長さを正しく読みとれない。2 。2 長さの普通単位 -長さの単位 (m，c m) を理解している。
。2 長さの普通単位の量感 '320cmより 3m4cmのほうが長いと考えてしまっ
た。。3 長さの普遍単位 -測定するものに応じて，長さを測るための適切な計器を
選ぶことができた。
'lkm40mを140mと考えてしまった。。4 面積の直接比較 -長方形，正方形の面積を図形から比較できる。。4 面積の間接比較 -長方形，正方形の面積を図形から比較できる。。4 面積の任意単位 -cd，IIf， aを理解している。。4 面積の量感 -身の回りから面積の量感がわかる。。4 面積の測定 -長方形，正方形の面積を求めることができる。
-多角形の図形から補助線を引し¥て長方形や正方形を見つ









算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形に 数量や図形についての
ついての技能 知識・理解
-平行四辺形 3 ニ角形，台 -平行四辺形，ニ角形，台形3 -平行四辺形，ニ角 -平行四辺形，ニ角形，台形3
形，ひし形等の面積につ ひし形等の面積の求め方を 3 形，台形，ひし形 ひし形等の計算による密積

































8 台形の面積を求める公式を作り /1¥ -台形の面積を求める公式を考える。
し，それを適用して部積を求めること -台形の話積を求める公式をまとめ，公式を適用して面積を求める。
ができるようにする。





1 0 算数的活動を通して学習内容の:E!il二 -葉のおよその面積の求め方を考える。
解を深め，興味を広げられるようにす
る。
1 1 三角形の底辺の長さを一定にして -ニ角形の高さを口 cm，ITi積をOcnlとして面積を求める式を考える。
高さを変えたときの，高さと蔀積は比 -底辺の長さが 4cmの三角形で，高さが 1c m， 2 c m， . 8 
例の関係にあることを理解させる。 cmと変化する時の面積の大きさを調べ，面積は高さに比例している
ことをおさえる。
1 2 学習内容の定着を確認し，理解を確 -学習した内容を振り返り， 1:確認問題を解く。
実にする。
1 3 学習内容の定着を確認し，理解を確 -学習した内容を振り返り 3 確認問題を解く。
実にする。
(3)単元の指導及び教材の工夫




















算数へのIUJ心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形に 数量や図形について
ついての技能 の知識・理解
-図形の分解，付け足しを .コ角形や台形の面積を求め -類似問題を取 -平行四辺形 3 ニ角
意欲的に行い，多様な考 るときに，既習内容の四角 り組む中で， 形，台形，ひし形
えを出すことができてい 形や平行四辺形の形を見つ 公式を用いて 等の計算による面
た。 けようと補助線を引くこと 求めることが 積の求め方を既習






















































































容の精選・重点化，指導の工夫に関する研究.平成 26・27年度 文部科学省 特別支援教育に関す
る実践研究充実事業 研究成果報告書.
(文責:古山貴仁)
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